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広報委員
の一言

　先日、午後からかなり冷え込んだ日の職場から
の帰り道、家のすぐ近くの急な坂を自家用車で下
ろうとしたところ、坂の下の方で車が２台スタッ
クしていました。手前右に一台、奥左に一台スタッ
クしてまったく動けない状態でした。
　自分は大雪の時でもいつもほとんど問題なく下
りていける坂なので、ゆっくりとその２台の側を
抜けようとしたら、坂の中腹でスリップ。スタッ
クした車の持ち主たちも応戦してくれて何とかし
ようと試みましたが、以降、前に進もうにもスリッ
プして横滑りしてしまい、バックもできない状態
になり、最終的には完全に横向きになってしまい
ました。このまま横滑りしていくと下にスタック
している車にぶつかってしまうと思い、坂の中腹
でそのまま人の家の駐車スペースに車をすすめて
衝突を一旦回避しました。
　車はそこから動かせない状態になってしまった
ので、その家に住んでいる方に、「申し訳ないが

明日まで停めさせてくれないか」と相談。家の人
は、「それは大変ですね。自分たちはしばらくそ
の駐車スペースは使わないから、車を置いておい
ても構いませんよ」と言ってくださいました。そ
の夜は歩いて自宅まで帰り、翌日、タイヤチェー
ンとゴム板を買って車を救出して難を逃れまし
た。本当に大ごとにならなくて安心しました。
　考えてみれば、自分の車がスタックしているの
に、私の車を助けようと必死になって自分たちを
顧みずに手伝ってくれたり、快く家の駐車スペー
スを使わせてくれたりした人たちのおかげで、無
事に車が救出できたのだと思います。雪や氷は本
当に不便で危険であり、住民たちの生活を苦しめ
るものですが、だからこそ助け合いや思いやりが
育つような気がしました。他人の心の温かさに
ほっこりした雪国の寒い冬の夜でした。

（橋立　英樹　記）
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